
年頭市長記者会見

1.新年の姿勢

・今年の抱負

・新年度予算編成に向けて

2.市議会臨時会提出議案の概要について

3.今後の予定

桑名市



「桑名福祉ヴィレッジ」
令和４年４月オープン

いよいよ
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「桑名福祉ヴィレッジ」 令和４年４月オープン
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■整備状況

いよいよ

【桑名福祉ヴィレッジとは】

高齢者、障害者、子どもといった方々に対

して包括的に福祉サービスを提供する、多

世代交流・多機能型の福祉拠点と、地域の

方々にとって憩いの場となる公園を一体化

した、これまでにない施設

【事業実施体制】 公民連携手法による事業

多世代共生施設の整備・運営 ⇒ （社福）桑名市社協

公園の整備・運営 ⇒ 桑名市

それぞれの整備工事 ⇒ 大和リース株式会社
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■完成イメージ

施設を西側から望む

施設を南東側から望む

「桑名福祉ヴィレッジ」 令和４年４月オープンいよいよ

【事業の位置付け】

桑名市総合計画後期基本計画において、

「１１の重点プロジェクト」の一つとして「新し

い福祉のかたち」を実現する事業

【経過】

平成29年度 構想の事業化を公表

平成30年度 実施事業者の公募・決定

令和元年度 事業予定地の変更・確定

令和３年度 起工式

令和４年度 供用開始



津地方法務局
桑名支局

三重県農業共済
組合桑員支所

多世代共生施設
「らいむの丘」 ヴィレッジ公園

（やまざきパーク）

【かかわりあいのエリア】

ヴィレッジセンター

店舗

■施設構成

桑名福祉ヴィレッジ

多世代共生施設
「らいむの丘」

ヴィレッジ公園
（やまざきパーク）

【すまいのエリア】
養護老人ホーム
母子生活支援施設

芝生広場
散策路

【かかわりあいのエリア】
ヴィレッジセンター
〔1F：交流ラウンジ〕
〔2F：会議室（大・小）〕

【かよいのエリア】
保育所
児童発達支援センター
生活介護事業所 店舗
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「桑名福祉ヴィレッジ」 令和４年４月オープンいよいよ

らいむの丘…福祉に関わる人々にとって長年の“夢”が“来る（かなう）”といった意味から

やまざきパーク…現在の福祉施設の土地が戦後まもなく山﨑氏から寄附を受けたもので、
そのご意思に敬意を表し、これまで実施してきた福祉サービスを引き継
いでいくという意味を込めたもの
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■今後の予定

・ オープン以降、順次サービスの提供が開始

・ オープンに先立ち、式典を開催 （３月下旬予定）

※詳細が決まり次第、改めてご案内します。

「桑名福祉ヴィレッジ」 令和４年４月オープンいよいよ



育休退園の廃止について

令和４年４月から実施！
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○育休退園とは

育児休業を取得した場合、休業期間中は「家庭
での保育が可能」との判断から、保育所（園）
等に預けている上の子どもが退園となる制度で
す。

○育休退園の現状

◎０歳から２歳児クラス 原則退園

◎３歳から５歳児クラス 継続利用可能

育休退園制度と現状について
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【経 緯】
共働き世帯の増加や核家族化の影響などにより、本市の保

育ニーズも高い水準で推移しており、待機児童対策の一環か
ら、育児休業取得の場合は、３歳未満児クラスの児童につい
ては、退園となっていた。
しかしながら、近年、児童数が若干減少傾向にあること、

また、令和４年４月に新たに桑名福祉ヴィレッジ内に保育園
（定員９０名）が開設されることから可能となった。

【概 要】
保護者の育児支援及び児童の環境の変化による影響を考慮

し、すべての年齢で継続して保育所（園）等を利用できるよ
うにする。
①対象となる児童 年間平均 ４０名
②実施時期 令和４年４月１日から

育休退園廃止の経緯と概要
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今回の育休退園廃止が令和４年４月からであるた
め育休退園廃止以前に出産された方に対する支援と
して育休復帰する年度内の先行申込みと新たな利用
調整基準を設ける。
（令和４年５月１日～令和７年３月３１日までとする）

◎年度内復帰の場合の先行申込み
当該年度内に職場復帰をするのであれば、育休復帰する月

でなくても、すべての年齢において、先行申込みを可能と
する。

◎新たな利用調整基準
年度内復帰をする際、利用調整基準に新たな項目（４点）

を設ける。

既に育休中の方に対する支援
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市では、これまで、保育環境の整備として、
私立保育園の整備補助や小規模保育所の設置
などを実施して参りました。
また、保育士確保策やICT化にも併せて取り

組んでおり、今後もこの度の育休退園をはじ
め、安心して預けることのできる保育環境づ
くりを進めて参ります。

安心して預けられる保育環境づくりについて
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「津波避難誘導デッキ」の整備

令和4年8月完成予定
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新型コロナワクチン接種について
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新型コロナワクチン接種（1・2回目接種）について
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1回目接種 110,770人/128,500人 86.2％

2回目接種 109,819人/128,500人 85.5％

■対象者全体の接種状況（令和4年1月5日現在）VRS数値

■今後の接種希望者

〇接種場所

1月 8日…市役所5階

1月11日～2月20日…青木記念病院、もりえい病院、ヨナハ丘の上病院

〇予約方法

①専用ウェブ予約サイト（24時間対応 https://jump.mrso.jp/242055/)

②桑名市コロナワクチンコールセンター（0120-755-105 フリーダイヤル）

3回目接種予約が本格化する前に、早めの予約を！



新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について
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2回目接種終了者のうち、原則8か月以上経過した18歳以上の人が対象
ですが、一部対象者については、8か月以上の経過を待たずに追加接種
出来ると国から指針が示され、桑名市としても市民の皆さんがいち早く
接種してもらえるよう接種体制を急遽見直しているところです。

■接種スケジュール

対 象 者 接 種 可 能 日 開始予定

医療従事者等 2回目接種日から6か月以上経過した日 令和3年12月

高齢者施設等の入
所者・従事者、病
院の入院患者など

2回目接種日から6か月以上経過した日 令和4年1月

65歳以上の高齢者
（上記の方以外）

令和4年2月以降で
2回目接種日から7か月以上経過した日

令和4年2月

18歳から64歳の方
（上記の方以外）

2回目接種日から原則8か月以上経過した日 令和4年4月

■接種可能日について



新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について
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モデルナ社ワクチン：2月9日～ … 市内医療機関で調整中

ファイザー社ワクチン：2月21日～ …  市内61医療機関（予定）

■接種場所

■予約方法

■使用するワクチン

ファイザー社製ワクチンおよび武田モデルナ社製ワクチン

①専用ウェブ予約サイト（24時間対応 https://jump.mrso.jp/242055/)

②桑名市コロナワクチンコールセンター（0120-755-105 フリーダイヤル）

③一部医療機関は直接予約

■接種券の発送時期

令和3年6～7月に2回目接種完了者 … 令和4年1月24日予定

令和3年8～9月に2回目接種完了者 … 令和4年2月下旬予定



デジタルトランスフォーメーションの推進

屋外で学ぶ体験型スマートフォン教室の開催

～桑名市×ソフトバンク共同企画～

～デジタルファースト宣言企画第9弾～
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1.これまでの取り組み
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「デジタルファースト実現に向けたデジタル化推進に関する協定」
スマートフォン等のデジタル機器を活用した新しい地域活動スタイルの普及、定着に向け、桑名市及びソ
フトバンクが持つ資源を有効活用した取組を連携して実施することにより、誰ひとり取り残さない、持続可能
なまちづくりのためのデジタルファースト推進を図る。

ソフトバンクと共同でスマートフォン教室、相談会を開催
スマートフォン初心者を対象に、基本的な操作やアプリの使い方講座、ZoomやLINE

キャッシュレス決済の体験講座を実施。
 スマホ相談会：全23日開催（R3年3月）

相談者数257人（内60歳以上約74％）
 スマホ教室 ：全25回開催（R3年7～12月）

受講者数245人（内60歳以上約95％）

更なるデジタルデバイド対策推進

 協定締結者：ソフトバンク株式会社
 協定締結日：令和3年11月30日



2.新たな取り組み（体験型スマホ教室）

18

「デジタルデバイドの解消」
桑名市とソフトバンクで実施しているスマホ教
室に、より生活に活用できるプログラムを取り
入れ、生活が豊かになることを目指す。

 楽しんで参加できる様、ミッションをクリ
アしていくスタンプラリー方式など

セミナー会場
地図やカメラアプリ
の使い方など

屋外
公園や観光スポット
学んだことを体験

セミナー会場
復習や質問

既存講座 体験講座

【Point】実際の使用場面を想像しやすい



自動運転×観光DX×ゼロカーボンで未来を創造する

令和４年2月9日 ～13日水 日

イノベーションで持続可能なまちづくりを
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桑名市における自動運転導入検討の歩み

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

・桑名市役所～桑名駅のルートで、県内初の自動運転バスの実証実験を実施
・桑名市次世代モビリティ社会実装研究会を設立
・経産省・国交省共催の「自動運転シンポジウム」を地方では初めてNTNシティホールで開催

・団地でのバス路線維持の視点から、大山田団地内のルートで自動運転バスの実証実験を実施
・三重県主催の低速電動バスや電動カートの試乗会を同時開催

・自動運転サービスの社会実装に向け、事業性の検討を目的としたサービス実証を実施
・自動運転の機能を活用し、VR（仮想現実）による観光型サービスの事業性を検証

※画像はイメージ

専用ゴーグルを着用してVR（仮想現実）で観光体験！
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令和３年度自動運転実証実験について

・車種：JPN TAXI
・乗員：５名（試乗定員は後部座席２名）

使用車両

・制御システム：Autoware
・センサー構成：3D-LiDAR ６個

物体認識用カメラ６個
信号認識用カメラ ２個
GNSS １個
IMU １個

・自動運転レベル：レベル２
予め作成した自動運転用の３Dマップに基づいて
走行し、障害物などの認識は3D-LiDARやカメラで
行う。

自動運転機能

・桑名駅バスロータリー⇔柿安コミュニティパーク駐車場
（片道約1.4kmを往復）

運行ルート

令和４年２月９日（水）～２月１３日（日）
２月９日：10:00～17:00、２月10～13日：9:00～17:00

実施日時

運行ルート

VR（仮想現実）で観光体験！

自動運転の走行中、専用ゴーグルを装着し、
現実世界を仮想現実に置き換えて、まちの観
光案内を楽しむことができます。

※イメージ
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交通における脱炭素社会の実現に向けた取り組み

 ゼロカーボンシティの実現に向け、交通においては低公害かつ低燃費の自動車（次世代自動車）への転換による
環境負荷低減が望まれる

 将来的な公共交通への次世代自動車導入を見据え、自動運転実証実験の開催に合わせ、燃料電池バスの試
乗会を実施し、導入に向けた機運を向上させるとともに、課題の洗い出しを行う

 合わせて、次世代自動車の仕組みや、給電機能などの新たな利用方法、その他脱炭素社会の実現に向けた取り
組みを体験できるイベントを実施する

その他、ゼロカーボンシティの実現に向けた
取り組みを体験できるイベントを実施予定

+

+
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「環境」分野におけるDX化
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食べ残し

※国民が一日一杯分のご飯を
毎日捨てるのと同じ量です。

日本では年間
570万トン発生！

そもそも食品ロスってなに？環境×DX

食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のこと

家庭系食品ロス

啓 発
• 食べ残し
• 過剰除去
• 直接廃棄

事業系食品ロス

？
具体的対策

令和元年度実績
（単位：万トン）
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環境×DX

本サービスは、市民（ユーザー）と店舗（協力店）とで食品ロス削減を目的とする無料マッ
チングサービス（スマホ、パソコンでサイト登録）です。

桑名市

サービス提供
実績データの収集

食品ロスになりそうな食品
などを安く提供

店舗（協力店）

仕事帰りや買い物時でも
食品を安く購入できる

市民（ユーザー）

店舗（協力店） 市民（ユーザー）

作りすぎた料理・食品

廃棄期限が近い食品在庫

予約キャンセルで余った食品

安価に食品を購入

身近な社会貢献に参加

安心な自治体サービス

店舗（協力店）登録開始予定：１月中旬

運用開始予定日：２月１日
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桑名市食品ロス削減マッチングサービス

のこさずくわな！byタベスケ



スマホやパソコンから
ユーザーページにて
簡単登録・ログイン
登録・利用は無料

気になる商品を検索して
購入予約

現地で商品を受け取り、
食品ロスが削減できて
お得な買い物を達成！

タベスケご利用方法環境×DX
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環境分野におけるDX化の課題環境×DX

土日・夜間に申し込めない
電話予約が面倒
キャッシュレス決済が使えない

現 状

ごみ処理

めざす姿

WEBから２４時間申し込み可能
ペーパレス化
キャッシュレス決済で利便性
向上

DXで解決

犬の登録 補助申請等 工事の届出等

など
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2022年

桑名市ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

第６弾
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これまでの取り組み状況

くわなＩｏＴ推進ラボ協議会（グリーンＩｏＴラボ・桑名）を設立しました

ゼロカーボンの公民連携提案窓口を開設しました

公共施設等への再生可能エネルギー設備導入方針を策定しました

公用車の次世代自動車導入方針を策定しました

市役所本庁舎に１００％再生可能エネルギーを導入しました

寄付型自動販売機を設置しました

etc・・・

2021年は「ゼロカーボンシティ宣言」を行い
「できることから取り組みを」進めました
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国の動き（R3.6月 地域脱炭素ロードマップ）
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今年も引き続き「できることから取り組みを」進めます

公民連携手法を活用し、民間事業者等と連携しながら、
既存技術でできる取り組みを積極的に推進します

２０２２年の取り組みの方向性
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２０２２年の取り組みの方向性
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2022年の取り組み

① オンサイトPPAを活用した公共施設への電力供給

災害時に避難所となる公共施設（まちづくり拠点施設）にオンサイトＰＰＡを活用して太陽光

発電設備と蓄電池を設置し、再生可能エネルギーを導入、自家消費します。蓄電池は災害時

に予備電源として利用が可能となります。

◇電力供給対象施設

災害時に避難所となるまちづくり拠点施設1６箇所

◇実施スケジュール

１月中旬 事業者募集

２月下旬 事業者決定

※Ｒ４年度中に順次設置予定

年間約１21tのCO2削減効果が見込まれます
（一般家庭約44世帯分、CO2を吸収する杉の木8,643本分）
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2022年の取り組み

② 太陽光発電設備等共同購入事業

太陽光発電設備や蓄電池について、多くの購入希望者（一般家庭、事業所）を集めることで、

スケールメリットを活かし、市場価格より一定程度安価で購入する取り組みです。募集は、市

が協定を締結した支援事業者が行います。また、市は共同購入事業に関する広報支援を行い

ます。

◇対象

一般家庭、事業所

◇対象設備

太陽光発電設備、蓄電池

◇実施スケジュール（予定）

１月中旬 支援事業者募集

２月下旬 支援事業者決定

6月上旬 募集開始 ※Ｒ４年度中に順次設置予定
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桑名市ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

多度山グリーン好循環創出事業がスタートします
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地域での消費

自然エネルギーを利
用した循環式トイレ

多度山の環境整備

IoTの活用災害時活用

利益の一部還元

登山客の誘導

節電型自動販売機

多度山登山

健康づくり

「健康づくり」を起点とした「環境」と「経済」の好循環によ
る地域経済活性化

「健康づくり」での登山を促進するため、自然エネルギーを利用したトイレ等の設
置で登山環境を整備。登山客を地域商店等へ誘導することで環境と経済を両立！

36



循環式トイレのイメージ図

※画像はイメージです
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循環式トイレの外観デザイン

※画像はイメージです
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自然エネルギーを活用した循環式トイレ

一般競争入札の結果、NTN株式会社様のNキューブを活用し
た循環式トイレに決定し、契約を締結いたしました！

①自然エネルギーで全て稼働！

②完全循環式で給水は原則不要！

③浄化槽等の維持管理は原則不要！

④従来よりも増加した推計１３万人の登山客数にも十分対応

可能な処理メカニズムを採用！

循環式トイレの
主な特徴
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多度山グリーン好循環創出事業によって見込まれる効果

<環境面>

・年間で約0.9トンのライフサイクルCO2排出量の削減効果

<経済面>

①今後、登山客の地域消費を促すためのデジタルサイネージを活用した

地域商店で使用可能なデジタルクーポン事業も実施予定！

→各店舗で様々な割引等の特典を調整中で、現在８店舗が参加予定です！

②循環式トイレの導入によって、維持管理費が年間で約370万円削減
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“ 企業版ふるさと納税 ” が決定しました !!

・桑名三重信用金庫様との連携により、信金中央金庫様から

本事業の趣旨にご理解をいただき、1,000万円の企業版

ふるさと納税をいただくことが決定しました。

・寄附目的：地域の課題解決及び持続可能な社会の実現に資

する地域創生事業を応援し、コロナで疲弊している経済を

支援したい。
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市議会臨時会［１月］

提出議案の概要について
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令和４年１月臨時会の主な議案

一般会計補正予算（第13号） 補正額 １５億６,１２８万円

❶住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費等
【１５億６,１２８万円】

❷小中一貫校建設に伴う用地買収費及び立木等補償費の債務負
担行為設定
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補正予算の概要

補正予算の規模



住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な
困難に直面した方々が速やかに生活・暮らしの支援を受けら
れるよう、住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり10万
円の現金を給付する。
（国のコロナ克服・新時代開拓のための経済対策の一つ）

■概要

■対象者

① 基準日（令和３年12月10日）において、世帯全員の令和
３年度分の住民税均等割が非課税である世帯
※住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯を除く。

② ①のほか、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家
計が急変し、①の世帯と同様の事情にあると認められる世
帯（家計急変世帯）
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

一世帯当たり10万円

■給付額

■給付時期

準備が整い次第、できるだけ速やかに開始

■給付方法

① プッシュ型給付

② 申請型給付
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■補正予算額（案）

15億6,128万円（事務費含む）


